知性のために教育はいかにあるべきかII by 丸山 博道
知性のために教育はいかにあるべきかⅡ
How should be 






















































































　「3 割引の価格が 4200 円であれば，元値はいくらか」といった小学生の算数問題を，ある
学生に問うてみたら，まず「1 割」という言葉を理解していなかった．次に，それを辞書で
引いて，「10 分の１」ということが分ったので，「10 分とは？」と問うてみたら，何と「たく
































































行われている RDI（Relationship Development Intervention 関係発達介入法）は，柔軟で自
然な対人関係を作り出すのに大きな成果を上げつつある．したがって，他の障害に対しても，













幾何学の公理系から図形の性質を導いたり，あるいは，たとえば Arne Naess の Ecosophy10)










































































































































































Maslow の命題 19) に的中していないだろうか．
注・参考文献






















　原著：Steven E． Gutstein, AUTISM/ASPERGERS: Solving the Relationship Puzzle，
2000．





































































































10)  Arne Naess，Ecology，community，and lifestyle，Cambridge Univ. Press，1989．
Ecosophy とは，個々人の環境哲学の核となる形而上学を指す Naess の造語である．
11) 丸山博道，Ecosophy の第一原理と道徳性，名古屋経営短期大学 紀要 45 号，2004．










14) 自己実現 self-realization という概念は，K. Goltstein によってはじめて導入された．脳損
傷者が，残された機能を極限的に使って生き抜こうとする姿がそれである．人は己の関わ
り得る世界の拡大を，すなわち己のより確かな存在確認を追い求めていると考えられる．














































17) 例を挙げるとすれば，04) の「現象化能力の育成について」の Ⅶ章「自己分析のための
DB」がそれである．この DB は「記録する」，「交流する」の 2 つの述語スキーマから構成
された単純なものである．
1. 記録する（その日は，いつ _ 誰それと _ どのような交流をして _ どのような感情が惹起
され _ どのような行動を行ったか）
2. 交流する（いつ，どれほど長く，誰々と _ どのように）
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18) Naess を知るための参考書としては，注 10）の他に次のようなものもある．
David Rothenberg，Is it painful to think? : conversations with Arne Naess，Minnesota 
Univ. Press，1993．
19) Maslow の命題とは，注 14) に引用した Maslow の断章の下線部を指している．この命題
は多くの学生に自己を振り返らせる強烈な衝撃力を持っている．この断章については，次
を参照のこと．
A. H. Maslow，The Farther Reaches of Human Nature，Viking Press Inc.，1971．
上田 吉一訳，人間性の最高価値，誠信書房，1994．
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